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玉島川水系玉島川
広域河川改修事業

唐津市

（再評価実施後５年が経過）
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出典：国土地理院

唐津湾

唐津市

しんおかぐち

新岡口橋

やなば

簗場橋

めづら

梅豆羅橋

ＪＲ橋

たましまいぜき

玉島井堰

玉島川

くろだ

黒田橋



Copyright © 2020 Saga Prefecture. All Rights Reserved. 2

事業目的

〇流下能力不足による浸水被害が発生

平成３年９月洪水
浸水戸数 床上浸水３４戸

床下浸水６５戸

〇浸水被害の軽減を図る

・河道拡幅、河床掘削を実施

・治水安全度の向上を図る

計画流量 ５５０ｍ３／ｓ

計画治水安全度 １／３０
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平成3年9月（台風第17号） 玉島川
最大日雨量 175mm、時間最大雨量 82mm

※佐賀気象台 和多田観測所

やなば

床上浸水 ３４戸
床下浸水 ６５戸
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過去の出水状況

H24.7
最大日雨量 ・・・・・・１６８ｍｍ
時間最大雨量 ・・・・ ４７ｍｍ

H30.7
最大日雨量 ・・・・・・２１５ｍｍ
時間最大雨量 ・・・・ ４７ｍｍ

新岡口橋より下流 新岡口橋より上流

西九州自動車道より下流の状況 西九州自動車道より上流の状況

堤防天端付近
まで水位が上昇！
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玉島川広域河川改修事業着 手 年 ： 昭 和 ５ ５ 年 度
事 業 地 ： 唐 津 市

○事業概要

前回再評価（H27） 今回

・全体事業費 4,800百万円 5,500百万円

・事業期間 S55～H32（R2） S55～R7
・改修延長 3,200m 3,200m
・計画流量 550m3/s 550m3/s
・計画治水安全度 1/30 1/30
・事業内容 掘削・築堤・護岸

L=3,200m
橋梁3基
堰1基

掘削・築堤・護岸
L=3,200m
橋梁3基
堰1基

・費用対効果 2.64 3.79
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変更理由

〇事業費の増額

詳細設計結果による護岸構造の変更やアユやシ
ロウオの生態や景観に配慮した河床の工夫などに
よる増加。

〇事業期間の延長

関係機関との事業調整に時間を要したことによる
事業期間の延長。
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事業進捗状況

○事業進捗状況
・河口から梅豆羅橋下流までの区間を完成。
・R元年度末進捗率 ８９．６％（事業費ベース） ・年平均進捗率 ２．２％
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出典：国土地理院

完了（築堤）

施工中（河道掘削）
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改修前後の状況

玉島井堰より下流

黒田橋より上流

改修前 改修後
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環境に配慮した整備の実施

H27.7に捕獲調査したアユ

アユの食み跡

アユの生息を
多く確認！

淵の形成！

瀬の形成！
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事業を巡る社会情勢等の変化

【地域の状況】

流域内では、西九州自動車道の供用が開始され、

宅地開発が進んでおり、また基幹産業であるハウス

ミカン用のビニールハウスが広がっている。
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費用対効果の要因の変化

総費用額Ｃ：治水施設の整備及び施設完成後５０年間の維持管理
に要する総費用

総便益額Ｂ：治水施設整備によってもたらされる施設完成後５０年
までの総便益額

・一般資産被害（家屋、事業所等） ２，７３０百万円
・農作物被害（水稲、畑作物等） ２９，９３９百万円
・公共土木施設等災害被害（道路、橋梁等） ２４，３６７百万円
・間接被害（事業所の営業停止被害、清掃費用等） ２８７百万円
・残存価値 １３９百万円

総費用Ｃ：１５,１５４百万円
総便益Ｂ：５７,４６２百万円

⇒費用対効果
Ｂ／Ｃ ＝ ５７,４６２ ／ １５,１５４＝ ３．７９

マニュアル改定に伴う被害率の上昇および農地・農業用施設被害額
の算出方法の変更により、総便益Bが増加し、B/Cが上昇。
マニュアル改定に伴う被害率の上昇および農地・農業用施設被害額
の算出方法の変更により、総便益Bが増加し、B/Cが上昇。
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コスト縮減や代替案等の可能性

【コスト縮減】

・護岸に現地発生石材や近隣他工事で発生した石材を

利用する、掘削土を堤防盛土や埋戻土にするなど建

設副産物を有効利用する。

・護岸の裏込材に再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝを使うなど再生材を

積極的に使用する。

【代替案の検討】
・特になし



Copyright © 2020 Saga Prefecture. All Rights Reserved. 13

対応方針（事業課案）

地域の状況から、事業の必要性は一層高まってお

り、地域住民の安全・安心な暮らしに寄与するため、

事業を継続したい。


